
（2004 年のフライハイト合唱団の演奏会における解説より）

第九といえば[譜例１]のメロディが有名ですが（以下「歓びの歌」とします）、このメロディが出

てくるのは４つある楽章のうちの最後の楽章であり、ベートーヴェンはなかなかこのメロディを登

場させません。

そしてこのメロディが登場したときに、効果的に登場するように、ある仕掛けを施しているので

す。それを理解するには、第１～第３楽章のテーマとなるフレーズを理解しておく必要がありま

す。そこで、各楽章を順を追って見ていきましょう（楽章のカッコ内は昨年の演奏会における演

奏時間）。

第１楽章（16分 20秒）

力強い前奏に引き続き、セカンドバイオリン、チェロの細かな刻みとホルンのロングトーンに乗

ってファーストバイオリン、ビオラ、コントラバスが引っかくような鋭いリズムを刻みます[譜例２]

第２楽章（11分 40秒）

セカンドバイオリンに弾むようなリズムが現れ[譜例３]、他の弦楽器、木管楽器などに受け継が

れていきます。４つの楽章の中で時間的に最も長いのは第４楽章であり、小節数にすると940 小

節あります。一方第２楽章は繰り返しを含めて第４楽章を上回る 954 小節もあるにもかかわらず、

演奏時間は４つの楽章で最も短いのです。つまり、それだけ内容が凝縮されているわけです。

第３楽章（15分 10秒）

これまでの楽章と異なり、祈るような調べがバイオリンによって演奏されます[譜例４]。ベートー

ヴェンはこの楽章を最初に書き上げています。

[譜例１]

[譜例２]

[譜例３]

ベベーートトーーヴヴェェンン作作曲曲 交交響響曲曲第第九九番番「「合合唱唱つつきき」」解解説説
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第４楽章（25分 10秒）

冒頭から嵐のような、まるで拍手喝采のようなファンファーレで始まります[譜例５]。

その拍手喝采に迎えられて語り部が登場し、朗々と歌い始めます[譜例６]。このような、語るよ

うなフレーズをレチタティーヴォと言います。

語り部はこう話し始めます。｢おお、友よ。このような調べでなく、もっと快い歓びに満ちた歌を

うたおうではないか｣。なぜこのように言っているということが分かるかというと、このあとにバリトン

ソロが歌うフレーズに通じているからです。

そして、第１楽章のテーマ[譜例２]が登場しますが、すぐにレチタティーヴォによって否定され

ます。続いて第２楽章のテーマ[譜例３]が登場しますが、これも否定されます。第３楽章のテー

マ[譜例４]が登場すると、ややためらいがちにではありますがこれも否定されます。ベートーヴェ

ンのスケッチには「みんなに歌って聴かせられるようなもの、みんながその後に唱和できるものを

探さねば」と記してあります。そこで[譜例１]の「歓びの歌」が断片的に登場し、ここで語り部はよ

うやく肯定します。そして、チェロ、コントラバスの低音弦によって静かに「歓びの歌」が呈示され

[譜例７]、続いてビオラ＆チェロ、ファーストバイオリン、管楽器の順に繰り返されて盛り上がりを

見せ、その頂点に達したところで、再度[譜例５]が演奏された後、声楽が登場します。

このようにしてようやく登場した「歓びの歌」は、その登場の仕方もさることながら、その単純な

フレージングゆえに印象深いものとなっているのです。

[譜例４]

[譜例５]

[譜例６]

[譜例７]
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シラー (Johann Christoph Friedrich von Schiller,1759-1805)による「歓喜に寄す（An die 

Freude）」の初版が発表されたのは 1785 年ですが、その後の再版で部分的に改訂が行われて

います。例えばもともとのタイトルは、「自由に寄す（An die Freiheit）」であったといわれています

（当団の名前の由来はここにあります）。ベートーヴェンは第九の作曲に当たって、この改訂版

を元にしています。したがって第九の歌詞の中にも初版と異なる部分があります。例えば「歓び

の歌」の部分は次のようでありました（下線部が初版と異なる部分）。

[ 歌 詞 ] Freude, schöner Götterfunken, Tochter aus Elysium,
Wir betreten feuertrunken, Himmlische, dein Heiligtum!
Deine Zauber binden wieder, was die Mode streng geteilt,
Alle Menschen werden Brüder wo dein sanfter Flügel weilt.

   

[日本語訳] 歓喜よ、美しい神々の火花よ、天上の楽園の娘よ

われらは炎のように酔いしれ、崇高なあなたの聖なるところに足を踏み入れる

あなたの魔力は時の流れが厳しく切り離したものを、再び結び合わせ、

                (初版)剣が

あなたのおだやかな翼のもとに全ての人々は兄弟になる

                          (初版)乞食も領主の

ベートーヴェンは「歓喜に寄す」のすべてを用いているわけではありません（ちなみに前ペー

ジに記したバリトンソロ「おお、友よ。～」の部分はシラーの原詩にはない、ベートーヴェンのオリ

ジナルです）。原詩はベートーヴェンが作曲した部分の倍以上の内容があり、全部で９節ありま

す。第九の歌詞は実にその前半の一部に過ぎないのです。「歓喜に寄す」の全文の大意は以

下のとおりです。

地上で心を一つにすることにより星を通り神のもとに行けよう

歓喜は無限の宇宙の歯車を回す

真と善と信仰の向うに歓喜を見出す者は、死してのち天使を見よう

耐え忍びし者には、神が報いてくれよう

憎むな！！全てを許せ、神のように大らかであれ

天は神が治め、地上は和解の場ぞ

弱き者よ、ブドウ酒を飲んで強くなれ

宇宙を、そして空の彼方のものをたたえよう

勇気ある者、弱者を助ける真実の人をたたえよう

（ブドウ酒の）杯を挙げて誓おう、大いなる者への忠誠を！！

「「歓歓喜喜にに寄寄すす」」のの原原詩詩ににつついいてて
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（2005 年フライハイト合唱団演奏会における解説より） 
 
 

 第九の第４楽章の歌詞はドイツの詩人シラーが著した「歓喜に奇す」に基づいていますが、

ベートーヴェンはその一部に追加や編集を行っています。第４楽章でシラーの詩に入る前に、

バリトンソロに次のような書き足しを行っています。 

“O Freunde, nicht diese Töne! sondern laßt uns angenehmere anstimmen, 

und freudenvollere.” 

（おお友よ、このような調べではなく、もっと心地よく、歓びに満ちたも

のを歌い始めようではないか） 

ここで注目すべきは「歌い始める」ということで、この壮大な交響曲に歌を導入することを宣言

しているわけであり、ここから交響曲に声楽が効果的に取り入れられることになります。 

 ベートーヴェンの宗教観というのはよくわかっていませんが、数少ない記録の中に「神は宇

宙を作って動かしている荘厳な光であって、人間の英知や理性の根源にあり、広大な英知

である」と述べており、その世界観が次のテノールソロに表現されています。 

“Froh, wie seine Sonnen fliegen, Durch des Himmels prächt'gen Plan,” 

（太陽が天の広大な平原を駆け抜けるように喜ばしく） 

ここで”Sonnnen”は複数形であり、無理に日本語訳すれば「太陽たち」となります。われわれ

のいる太陽系のような恒星系が無数に存在する、全宇宙を観念的に表しているといえます。 

 有名な歓喜のテーマなど、この曲の主題というべき箇所では、次のような歌詞が歌われま

す。 

“Freude, schöner Götterfunken, Tochter aus Elysium, Wir betreten 

feuertrunken, Himmlische, dein Heiligtum!” 

（歓喜よ、美しい神々の輝きよ、天上の楽園の乙女よ、われらは情熱にあ

ふれ、崇高なあなたの聖なるところに足を踏み入れる） 

“Seid umschlungen, Millionen! Diesen Kuß der ganzen Welt!” 

（抱きあえ、諸人よ！このくちづけを全ての世界に！） 

 

交響曲第９番「合唱つき」解説 
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ここでは人間の真の喜びと、「抱きあえ諸人よ」に表される博愛主義が見て取れます。クライマ

ックスにあたる二重フーガではこの２つの歌詞が折り重なるように繰り返し歌われます。 

 最後のクライマックスでは、トロンボーンがあたかも天国の門をドンドンとたたくように次のよう

なフレーズを演奏します。 

 

 

 

 

これに続く合唱の背景で演奏される弦楽器は、門が開いて天国からの光が降り注ぐようなフ

レーズです。 

 

 

 

 

 

合唱が歌いきると同時に、トランペットで歓喜のテーマが速いテンポで演奏され、 

 

 

 

 

門が閉じ、天国に吸い込まれてゆくように、壮大な交響曲の幕が閉じます。 

 

このように、この曲の歌詞にはシラーの詩をベートーヴェン自身が編集しており、しかもベート

ーヴェンの世界観が多分に盛り込まれたものとなっています。 
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交響曲第 9 番「合唱つき」解説 
（2006 年フライハイト合唱団演奏会における解説より）  

 

【第九における隠し味】 

 譜例1 のように「ド」を主音とした場合、「ソ」は属音と呼ばれ、上の「ソ」を上属音、下の「ソ」を下属音といい

ます。属音は主音に付属する性格が強く、ド→ソあるいはソ→ドの動きでおなじみの曲はいくつもあります

（たとえば荒城の月やモルダウなど）。ドを中心として上のソは「ドレミファソ」の 5 音あり、これを「5 度」といい、

下のソは「ドシラソ」で 4 音なので「4 度」といいます。この 5 度、4 度の関係は音程の上で非常に密接な関係

にあります。 

 

  

 

 

 

 

第九にはこれらの主―属関係が随所に見られます。次にそれらを具体的に示していきます。 

 

1 楽章の冒頭部分は静けさの中から 5 度と 4 度の展開で始まります。 

 

 

 

 

 

 

それに対して 1 楽章の終わりは、5 度で締めくくります。 

 

 

 

 

 

2 楽章の終わりも 1 楽章同様、力強く 5 度で終わります。 

 

 

 

 

 

 

3 楽章はゆっくりとした序章から始まりますが、バイオリンのメロディーは 4 度の進行が中心となっています。 

 

 

 

 

 

（譜例2） 

5 度 5 度４度 ４度 5 度 5 度 

上属音 

下属音 

5 度 （譜例1） 

主音 

（譜例4） 

5 度 ４度 5 度 

（譜例5） 

４度 ４度 

4 度 

（譜例3） 

5 度 
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4 楽章の冒頭（ワーグナーは恐怖のファンファーレと表現しています）は、喧騒の中に 4 度あるいは 5 度音

程が隠されています。 

 

 

 

 

 

その後のレチタティーヴォと呼ばれるチェロとコントラバスの旋律には冒頭に 5 度が含まれます（譜例7）。こ

れに対して次の旋律（譜例8）では 4 度が含まれる形となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おなじみの旋律（譜例9）では、旋律の裏でチェロが 5 度音程で始まる副旋律を奏でます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 楽章の最後では譜例10 のように 5 度で締めくくっています。 

 

 

 

 

 

 

 

これまでみてきたように、この曲は 5 度で始まって 5 度で終わっているのです。ここに紹介したのはほん

の一例で、これらの主―属関係は全曲を通して、隠し味として随所に見られます。このように研ぎ澄まされ、

かつ、計算されつくした手法で書かれているために、この曲は 200 年経った現代においても聴衆の心をひ

きつけ、今後もまた演奏され続けることとなるのです。 

（譜例6） 

４度 5 度 ４度 

（譜例7） 

5 度

4 度 

（譜例8） 

（譜例9） 

5 度 

（譜例10） 

5 度 



交響曲第 9 番「合唱つき」解説 

（2007 年フライハイト合唱団演奏会における解説より）  
 
【ベートーヴェン作品の中の第九】 

次の譜面はベートーヴェンの交響曲第 2 番の第 1 楽章ですが（譜例２）、第九の第 1 楽章は次のよう

になっています（譜例２）。とてもよく似ています。この曲が初演されたのはベートーヴェンが３３歳の

時です。ちなみに第九の初演は死の３年前の５４歳になります。つまり２１年前にこの構想があったこ

とになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に２楽章の冒頭（譜例３）と交響曲第７番第４楽章（譜例４）を比べてみると、これもよく似ています。

第７番が初演されたのは４３歳の時ですから、第九初演の１１年前になります。 

 

 

 

 

 

次の譜面はピアノ３大ソナタのひとつ、「悲愴」の２楽章ですが（譜例５）、この低音の動きが第九の３

楽章のチェロの動きにそっくりです（譜例６）。そっくりどころか、ほとんどそのままであることがわかりま

す。悲愴の初演は第九初演の２６年前、２８歳の時です。 

 

 

 

 

 

 

 

譜例１ 交響曲第２番第１楽章 

譜例２ 交響曲第９番第１楽章 

譜例４ 交響曲第７番第４楽章 譜例３ 交響曲第９番第２楽章 

譜例５ ピアノソナタ「悲愴」 

（別紙） 



 

 

 

 

 

 

 

第九の第４楽章で音楽史上初めて、交響曲に合唱が登場しますが、その始めのほうでソリストが次

のように歌い、合唱に引き継がれます（譜例７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これに対して、第九初演の１６年前、３８歳の時に書かれた合唱幻想曲という曲は、ソリストと合唱のメ

ロディーの展開が第九の合唱部分によく似通っていて、第九の原型といえます（譜例８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つまり、第九という曲は一朝一夕でできた曲ではなく、３０年近い年月をかけて構想されてきた曲で

あることがお分かりいただけたでしょうか。 

 

譜例６ 交響曲第９番第３楽章 

譜例７ 交響曲第９番第４楽章 

譜例８ 合唱幻想曲 
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で描ける三拍

を、じつに３

はできず、１

スケルッツォ

番では突如と

です。ところ

唱つき」で、ま

に持ってきま

ても速い曲に

かった人間の

いましたが、

永遠の謎とな
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0９年の演

演奏される多楽

す。基本的に４

ソナタ形式 
緩徐楽章 
メヌエット 
ソナタ形式 

響曲を１００曲

の父」と呼ば

ベートーヴェ

たトロンボーン

部の楽章をつな

もある大規模

して大きな改

拍子の速さであ

３倍の速さの曲

１小節を１つで

ォという名前に

として元の形式

ろがこの曲はと

またしても大

ました。さらに

にしました。さ

の声を取り入れ

もし第 10 番

なってしまいま

演奏会より

楽章からなる

４つの楽章に

曲以上作曲し

ばれています。

ェンはこの形

ンやピッコロ

なげて演奏し

模なものになり

革をしていま

あるのに対し

曲にしてしま

で振ることに

に変えてしま

式に戻します

とても評判が

きな改革をし

に第２楽章を

さらに第４楽

れました。こ

を書いていた

ました。 

） 

大規模な楽曲

に分かれており

したハイドンと

これ以降、モ

形式にとらわれ

などを交響曲

しました（第５

りました。 
ます。旧来のメ

し、ベートーヴ

いました。こ

になります。２

います。その

す。これは明確

悪く、大失敗

します。まず第

スケルッツォ

楽章では、それ

の曲がベート

たら、どんな曲

 

曲と定義

り、おお

という作

モーツァ

れず、さ

曲に取り

５番「運

メヌエッ

ヴェンは

こうなる

２番目の

の後この

確な三拍

敗となっ

第２楽章

ォでもな

れまでの

トーヴェ

曲になっ



 
 

第九解説（2011 年の演奏会より） 

 
第１楽章の第１主題（譜例１）が出現するまでに、ベートーヴェンはどのような導入を行っ

ているのでしょうか。 

 

【譜例１】 

 

 

 

 

 

第１楽章の出だしは弦楽器によって序となるフレーズが演奏されますが（譜例２、今回

の表紙はこの部分の原譜です）、次に出てくると４度高い音域になります（譜例３） 

 

【譜例２】                       【譜例３】 

 

 

 

今度は間合いを詰め、さらに音符を増やして、緊張感をあおります。 

 

【譜例４】 

 

 

 

これらの動きの裏で、管楽器は、少しずつ楽器の数が積み重なり、出の間合いも詰めら

れてゆきます（譜例 5）。 

 

【譜例 5】 

 

 

 

 

このように、第１楽章の冒頭は弦楽器と管楽器とで非常にち密に構成されています。そ

して、緊張感の爆発のように出てくるのが譜例１の第１主題です。 

この第１主題で用いられている音の積み重ねは第２楽章、第３楽章の冒頭にも転用さ

れます。第４楽章ではこれが複雑に絡み合って表現され、全曲を通しての統一性を持た

せています。 

～ 9 ～ 
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第九解説（2012 年の演奏会より） 

 
ベートーヴェンの交響曲第９番は、音楽史上初めて人声を取り入れた画期的な交響曲

です。この曲の歌詞はシラーの詩をもとに作られていますが、４楽章において声楽が初め

て登場するバリトンのソロで歌われる部分のみは、シラーの作品によるものではありません。

ベートーヴェン自身が書いたものです。その内容は「おお友よ、このような調べではない！

もっと快い、歓びにみちた調べを歌い始めよう」というものです。そのメロディにはじつは２

通りあります（下譜１、２） 

オリジナルは１なのですが、前に出てくる低音弦のフレーズは譜例２であり、これを踏襲

して２で歌われるケースも珍しくありません。どちらで歌うかは、歌い手に任されていますの

で、どちらのパターンで歌うのかが一つの聴きどころです。 

次に、中間部の全合唱が歌うクライマックスの後の、テノールソロが入る前の部分です

が、ファゴット、大太鼓による不気味な導入に続き、ピッコロを主体とした管楽器による

マーチが演奏され、そのメロディーにのってテノールが登場します。ところが、初演時には

この管楽器の前奏がなかったそうです。この部分で注目されるのは、大太鼓やシンバル、

トライアングルを使っている点です。これらの楽器によってそれまでとは雰囲気を異にする

部分ですが、この時代にはモーツァルトをはじめ、トルコ音楽の影響を受けた作曲家が多

くおり、ベートーヴェンもその一人でした。そのため、生涯見ることのなかった異国への憧

れをこめて、この部分が作られたのです。 

第九の歌詞のもととなったシラーの詩は、１７８６年に初版が出されましたが、その後１８

０３年に書き換えています。その中で、ニュアンスを変えた部分がいくつかあり、第九の歌

詞はこの改訂版をもとに書かれています。実際初版で「王侯も乞食も」という言葉を「人類

みな」と置き換えたり、「時の剣が引き裂いたもの」という表現を「時の流れ・・・」に置き換

えたりしており、第九の歌詞もこれを採用しています。ところが、先ほどのテノールソロの部

分には改訂版で「Wandelt(ゆっくり歩く)」という表現の部分が、あえて初版の「Laufet(行

け、進め)」という激しい言葉に置き換えられています。このようなところにも、ベートーヴェ

ンの意図が見え隠れします。 

 

１ 

２ 
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